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1　   コリント教会への手紙のアウトライン 
　A：教会の問題についての対処 
　　  (1)教会の分裂について(1章10節～4章21節) 
        (2)教会の無秩序な状態について(5章1節～6章20節) 
 
   B：教会の質問に答える 
　　  (1)クリスチャンの結婚に関する教え(7章1節～40節) 
　　  (2)クリスチャンの自由に関する教え(8章1節～10章33節) 
　　  (3)礼拝に関する教え(11章1節～14章40節) 
　　  (4)復活に関する教え(15章1節～16章24節)

「コリント教会へのパウロの手紙」を読んでみよう

　　今日の聖書箇所：14章1節～12節1

2　　今日のポイント： 教会を建て上げる為に
　 (1)前回までの復習 
　　 コリント教会にはさまざまな賜物を持った人々がいました。賜物は英語でGiftと翻訳され、創造主か 
　 ら与えられる能力や力などを指します。しかしこの賜物は自分の名誉の為に用いるのではなく、キリス 
　 トの体である教会を建て上げる為に用いるべきです。残念ながらコリント教会では、キリストの体を建 
　 て上げる為ではなく、自分の為に賜物を用いていました。 
　　13章では、その賜物を主のために用いる最も大切な「愛」について語りました。愛がなければ数々の 
　 賜物も無用になってしまいます。創造主を愛すること、隣人を愛する愛があってはじめて、賜物がキリ 
　 ストの体である教会を建て上げるために用いられます。

　 (2)預言の賜物と異言の賜物(1～12節) 
　　　パウロは、賜物の根底に「愛という賜物」が必要な事を12章で語りました。13章では、パウロは 
　　再び具体的な賜物について言及しました。その代表的な賜物が「預言」と「異言」でした。この２つ 
　　の賜物は特にコリント教会で多く用いられていた(いや、見せびらかされていた？)からです。創造主を 
　　愛するという立場から、またキリストの体である教会につながっている隣人を愛する立場を根底に置 
　　いた上で、パウロはこれらの賜物について語りました。 
　　　「預言」という賜物はなかなか馴染みのないものですが、旧約聖書の預言者の活躍でも分かるよう 
　　に、創造主の御心を伝える賜物が主なる賜物でその一部として未来に起こる出来事を伝える賜物もあ 
　　ります。例えば、偶像礼拝を続けている民に、創造主が忌み嫌われている事を伝え、その創造主の御 
　　心に従わない時には裁きがある事を伝えるという賜物になります。新約聖書の時代になってからは、 
　　イスラエルの民全体に創造主の御心を語るというよりはそれぞれの教会に与えられた主の御心を祈り 
　　語るという傾向が強くなりました。
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　どんな時代の教会でも、賜物が多く溢れる教会にはコリント教会のような賜物を判断基準にした分裂が 
起こりがちです(賜物で沢山用いられている人に注目がいってしまい、教会員間の見えねい軋轢をうみが
ち）。また、賜物を否定する教会も創造主が与えてくださった賜物を用いることができずに問題を抱えが
ちです。賜物を個人の為に用いる時(賜物を通して自分に注目させようとする時や賜物の対価を他人からの 
評価に期待する時)、問題は起こりがちです。パウロが繰り返し語っているように、教会というキリストの
体を建て上げるために用いることを心に刻む時、賜物を通して、イエス様が栄光を受けて下さいます。 
　私たちにはどのような賜物があり、どのようにキリストの体を建て上げているでしょうか。

　　「異言」の賜物は、各個人が祈る時に与えられる賜物で、自分の国の言葉ではなく、特別な言葉で祈 
　　る賜物です。特別な言葉には初代教会の働き2章に記録されているように、自分の国の言葉ではなく、 
　　宣教や伝道の為に他国の言葉が聖霊様によって与えられる場合と、各個人が祈る時に与えられる特別な 
　　言葉(通訳の賜物がなければ他の人には理解ができないとされる)があります。 

　　(3)パウロが語る「預言を求めなさい」の意味(1～12節) 
　　　パウロは13章で「預言」や「異言」の賜物について言及しながら、3節で「預言の場合には、人々 
　　の分かる言葉で語り、教会の為になる」と語りました。また4節では「特別な言葉で語る者は自分の為 
　　に過ぎないが、預言する者は教会の為になる」とも語りました。パウロは教会にとって、預言の賜物が 
　　とても大切な事を強調しました。それは教会を建て上げる為になる為です(日本語の聖書には「教会の 
　　徳の為とありますが、徳という言葉が原語の古代ギリシア語には存在せず、教会を建て上げる為と訳さ 
　　れる言葉が記録されています)。キリストの体である教会を構成する人々が、謙遜な思いで、主の御心 
　　に耳を傾ける事になるからです。しかし、これは、異言の賜物や他の賜物に優劣をつけるものではあり 
　　ません。実際に10節と12節には「世界には、数多くの言葉があるが、どれ一つとして無意味なものは 
　　ない。…教会においても同様である。あなたがたは、霊的賜物を、熱心に求めているのだから、教会 
　　の為に、それを豊かに頂くよう熱心に求めなさい」パウロは賜物の優劣について語ったのではなく、 
　　賜物によって崩れかけていたコリント教会が、もう一度賜物によってキリストの体である一致を取り戻 
　　す為に預言の有用性を語ったのです。 
　　　 

　　分かち合ってみましょう
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